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緒 看

独立行政法人酒類総合研究所技術開発研究室で

は,現在の日本酒容器の問題点や消費者のニーズ

等を把握し,その結果を今後の日本酒容器の開発

の参考にするために,日本酒の容器に対する消費

者の意識調査を行った｡

調 査 方 法

調査は平成13年10月31日(水)の酒類総合研究

所施設公開時に,来所した見学者を対象に記入方

白木酒の容器に関するアンケート

担正行改悪人酒類持合研究所 技術開発研究室

当研究室では日本酒の容器飼発を苛っています○みなさまのこ表見をお何かせ下さい.

転当項目の□にチ=ツクまたはこ記入をお院いいたします.

Ql あなたは 口実性 口女性

Q2 あなたの年齢ほ □20代□30代ロ40代ロ50代ロ60代□70以上

Q3 あなたがよくお飲みの酒は(接取回筈可)

□田本漕 ロビール･発泡酒 □本椙焼酎 口布ウイトリカー
ロワイン ロウィスキー ロプランデー ロ合成清酒
ロリキュール(梅酒､チューハイ等)□その他(

Q4 日本漕を飲むときは?(複文回答可)

呂雲乳水､お男星雲号音孟て呂害苧テルくロオンサ0ツク

ロその他(

Q5 白本漕の保管場田は?
ロ冶武一 口重内(流合の下等の冷箇所)□その他(

Q6 三宍琵の日本酒の容器について(達文回答可)
欠点

呂毒芸こ≡軍票いロ王いざぞ吉富亨い□程州けに<い
長所

Dデザインが良い □適度な正さ □専主が適当 □栓か用ロやすい
ロリサイクルでき巧境に良い Dその他(

Q7
一升悪の使用について(複鞍回答可)

ロ辛苦書写ヲ;孟でき昌嘉琶霊宍要害完済飽ロわから抑

呂軍記冨てい
□王い 田保育■収均 □処分しに<し､

Q8 白本題の容器にヨむことは(謹思国書可)

D伝統 ロファツション ロ割れなし1ロ琵lが見える ロ冷軍井保管が可能
口重さ ロリサイクル ロ使い切りの容野 口色 □花冠等再話用
口処分のしやすさ ロヨ演に良い □百浸食卓へ □容l
ロその他(

Q9 白木男喜怒の色として玉もふさわしい包は?
( 色:空白

QlO 日本芳容幾の容ユとしては?
D180ml □200m一 口300m】 ロ500nl】 □720mI

巨摺習蒜t.
□1Lm.:空白 □1･8L □2L

Qll日本芳容革としてふさわしい材質は?
ロガラス ロペット(PET)D匁塁審 ロアルミ

口伝 ロステール

ロその他( :理由

Q12その他日本芳容欝についてお気つきの点がありましたら自白⊂こ記入下さい.

封袋力ありがとうこざいました.訝宍⊂活用させていただきます.

表1 アンケート用紙
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式でアンケートを実施した｡アンケート様式は表

1のとおりである｡

アンケート回答者数等は表2のとおりである｡

表2 アンケート回答数等(単位 人)

男性 女性 不詳 合計

全体 114 86 1 201

20代 20 24 44

30代 26 14 40

40代 25 19 44

50代 20 22 42

60代 18 4 22

70代 3 3 6

不詳 2 1 3

調 査 結 果

1消費者の酒類の好み(表3)

全体では,よく飲む酒は｢ビール･発泡酒+が

一位で41%を占め,次に｢日本酒+が23%,続い

て｢ワイン+,｢リキュール+,｢本格焼酎+の順と

なった｡これを年代別にみると,｢ビール･発泡

酒+と｢本格焼酎+はどの年代もほぼ一定であっ

たが,｢日本酒+は年齢が高くなるほど比率が高

くなり,逆に｢ワイン+｢リキュール+は若い世

代ほど飲酒比率が高いという結果を得た｡性別で

は,｢ビール･発泡酒+が男女とも40%程度で一

番飲まれているが,他の酒類では男女で異なり,

男性は女性に比べると｢日本酒+｢本格焼酎+の

飲酒比率が比較的高く,女性では｢ワイン+｢リ



表3 あなたがよくお飲みの酒は(単位 %)

回答数

(n)
日本酒

ビール･

発泡酒
本格焼酎

ホワイト

リカー
ワイン

ウイス

キー

ブラン

デー
合成清酒 リキュール その他

全体 375 23 41 7 0 14 5 1 0 9 1

男性 228 27 41 10 0 11 6 0 0 5 0

女性 146 17 39 4 0 18 3 1 0 16 1

20･30代 163 18 40 ‾6 0 17 4 1 0 15 1

40･50代 155 24 42 9 0 12 6 1 0 6 1

60･70代 53 36 36 8 0 9 6 2 0 2 2

表4 日本酒を飲むときは(単位 %)

回答数(n) お爛 冷やして 室 温 オンザロック うすめて カクテル その他

全体 246 35 48 11 1 4 1 0

男性 152 38 46 13 1 1 0 1

女性 93 29 49 9 1 10 2 0

20･30代 105 24 56 11 2 6 1 0

40･50代 101 44 42 10 1 2 1 1

60･70代 ･37 43 35 14 0 8 0 0

キュール+の飲酒比率が男性より高い傾向が見ら

れた｡

2 日本酒の飲み方(表4)

全体では日本酒を冷やして飲むと回答した人の

方が爛をして飲むと回答した人より多いという結

果になった｡性別では,男性は女性に比べて,爛

をして飲む人が多いことがわかった｡一方,女性

はうすめて飲むと回答した人が10%あり,今の日

本酒が他の酒類に比べアルコール度数が高いとの

意識を持たれていることを示し,女性市場を開拓

するにはアルコール度数の低い商品の投入が必要

であることが示唆された｡

年代別では,20･30代は冷やして飲む人の割合

が高いのに対し,40･50代では冷やして飲む人と

お爛で飲む人の割合がほぼ奪しく,60･70代では

お爛で飲む人が冷やして飲む人を上回り,ターゲ

ットとする年齢を考慮した商品設計の必要性も示

された｡

3 日本酒の保管場所(表5)

室内で保管している人が69%,冷蔵庫で保管し

表5 日本酒の保管場所(単位 %)

回答数(n) 冷蔵庫 室 内 その他

全体 202 30 69 1

男性 111 28 71 1

女性 89 33 66 1

20･30代 80 38 63 0

40･50代 89 26 72 2

60･70代 29 17 83 0

ている人が30%となっている｡年代別の状況では,

年齢が若くなるほど冷蔵庫で保管している人の割

合が高くなる傾向にあるが,いずれの年代も室内

で保管する人の割合が圧倒的に高いことに変わり

がない｡このことから,室内の保管に適した容器

で,照明や室温の影響を受けにくく,品質を保護

する容器等の開発を検討する必要があることが示

唆された｡

4 日本酒の容器に対するイメージ(表6･表7)

デザインについて,全体では良いとする意見と

悪いとする意見がほぼ同数であった｡しかし,年

代により意見が異なり,20･30代ではデザインが

良いが悪いを上回り,20･30代の若年層は日本酒
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表6 現在の日本酒の容器について■(欠点)(単位 %)

回答数(n) デザインが悪い
.･重い

容量が多い 栓が開けにくい 処分しにくい その他

全体 195 15 27 24 7 23 3

男性 123 17 28 24 7 22 2

女性 72
_13

26 24 8 25 4

20･30代 85 11 27 33 5 21 4

40･50代 85 21 29 16 11 20 2

60･70代 24 13 17 21 4 42 4

表7 現在の日本酒の容器について(長所)(単位 %)

回答数(n) デザインが良い 適度な重さ 容量が適当 栓が開けやすい リサイクルできる その他

全体 177 16 4 25 15 38 2

男性 107 14 3 23 17 39 4

女性 69 19 6 28 12 36 0

20･30代 79 23 3 24 15 34 1-

40･50代 68 10 4 26 10 46 3

60･70代 27 4 7 26 26 33 4

容器のデザインに好意的である｡40･50代は逆に

デザインが悪いが良いを上回った｡60･70代では

デザインに関する意見は少ないものの,デザイン

が悪いがデザインが良いを上回る傾向が見られ

た｡これらのことから,中高年代にアピールでき

るデザインの容器の必要性が示唆された｡

重さについては,｢重い+という意見が｢適度

な重さ+という意見を上回り,日本酒の容器の軽

量化が求められていることがわかった｡

容量については｢多い+という意見と｢適当+

という意見がほぼ括抗したが,40･50代では｢容

量が適当+,20･30代では｢容量が多い+という

意見が多く,20･30代向けの容器容量の工夫の必

要性が示された｡

容器の栓については,｢栓が開けやすい+とい

う意見が多く,他の酒類に比べても栓が開けやす

いということから,栓については消費者の理解を

概ね得ている傾向にあると考えられる｡

日本酒の容器は｢リサイクルできる+という意

見が多く,環境にやさしいとのイメージを持たれ

ている｡特に,40･50代の評価が高い｡ただ容器

の欠点としては,今まで指摘された｢容量+｢重
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さ+以外に,｢処分しにくい+との意見も多く,

特に60･70代では指摘が高く,リサイクルのルー

ルの広報が必要であることがあげられる｡

5
一升瓶に対するイメージ(表8･表9)

今後の｢一升瓶の使用について+は,｢今後も

使うべき+との回答が｢今後は必要ない+と回答

した人を大きく引き離した｡その昔走的な理由と

しては｢リサイクルでき,環境によい+が多く,

否定的な理由としては｢重い+が多かった｡女性

の方が｢リサイクルでき,環境によい+とする意

見が男性より10ポイント多く,女性の方が環境問

題に関心を持ち,一升瓶の使用に理解を示してい

る｡20･30代の意見で特徴的なのは,40･50代に

比べ｢重い+という指摘が多く,｢リサイクルで

きる+,｢経済的+という意見が少ないことが特徴

的であった｡

6 これからの日本酒容器に望むこと(表10)

この質問に対する回答では,｢伝統+,｢リサイ

クル+,｢冷蔵庫保管+フうミそれぞれ10%をこえてお

り,容器開発の重要なポイントではないかと考え



表8 一升瓶の使用について(単位 %)

回答数(n) 今後も使うべき今後は必要か､わからない

全体 148 63 21 16

男性 87 63 24 13

女性 60 63 15 22

20･30代 70 60 17 23

40･50代 61 62 28 10

60･70代 15 80 7 13

表9 一升瓶の使用について(理由)(単位
%)

回答数(n) リサイクルできる経済的 割れやすい 重い 保存･収納 処分しにくい その他

全体 154 39 6 8 23 6 11 5

男性 91 35 5 9 24 8 11 8

女性 61 46 8 7 23 5 10 2

20･30代 68 32 3 10 28 7 9 10

40･50代 57 46 9 7 19 4 14 2

60･70代 25 44 8 4 24 12 8 0

表10 日本酒の容器に望むこと(単位 %)

回答数
伝統

ファツシ
割れない

残量が 冷蔵庫
重さ

リサイ
使い切り 色

花瓶等 処分のし 環境に 直接
容旦 その他

(n) ヨン 見える 保管 クル 再活用 やすさ よい 食卓へ
旦

全体 390 16 7 6 8 10 6 13 4 3 3 8 9 6 2 0

男性 224 18 8 5 9 11 4 14 4 3 1 8 9 4 2 0

女性 1糾 12 6 7 7 10 8 12 4 2 5 9 9 7 2 0

20･30代 179 16 6 5 7 9 7 12 3 3 3 9 11 4 3 0

40･50代 156 14 10 7 8 13 4 15 4 1 3 6 5 7 3 0

60･70代 48 17 2 6 13 8 2 10 4 2 2 13 15 6 0 0

る｡

7 日本酒容器の色として最もふさわしい色(表11)

日本酒のイメージ向上に役立てるためにふさわ

しい容器の色は｢青+,｢透明+,｢茶+,｢緑+｢白+

の順となった｡｢青+と答えた理由は｢さわやか+

｢清涼感+｢おいしそう+など,｢透明+は｢中身

がよく見える+｢お酒の本当の色がわかる+｢残量

がよくわかる+などが多い｡｢茶+は｢光で変質

しない+｢リサイクル+｢伝統+と挙げた人が多い｡

｢緑+は｢きれい+,｢自+は｢米の色だから+｢清

潔感+などであった｡性別で,男性は｢透明+

｢茶+など機能的な色が多く,次いで｢青+｢自+

であった｡女性は｢青+｢緑+などファッション

性を感じさせる色が多数を占め,次いで｢茶+と

｢透明+の順であった｡

8一 日本酒容器の容量(表12)

日本酒容器の容量としては｢500mlJ｢720ml+

の容量を求める割合ががそれぞれ20%,17%で目

立った｡しかし,｢180mlJ｢200ml+の小容量の

容器を合計すると18%になり,｢1800mlJ

｢2000ml+の大容量も合計すると18%になる｡性

別では,男性は｢720ml+が女性に比べ多いのに

対し,女性は｢300ml+が最も多く,ついで

｢500mlJ｢200mlJ｢180ml+などの小容量の容

器を望む傾向が見られた｡世代別では,20･30代

が｢300mlJ｢500ml+など比較的小容量を望む
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表11日本酒の容器の色として最もふさわしいのは(単位 %)

回答数(n)
∃三

日 透明 茶 緑 自 黒 水色 淡い色 紫 山吹 赤

全体 135 21 21 19 14 13 4 4 1 1 1 1

男性 80 16 25 21 10 15 6 3 1 1 0 1

女性 54 30 15 15 20 9 0 6 2 2 2 0

20･30代 66 20 24 26 9 9 5 6 2 0 0 0

40･50代 45 27 16 11 22 16 2 0 2 2 2 0

60･70代 15 20 33 20 7 0 7 7 0 0 0 7

表12 日本酒容器の容量としては(単位 %)

回答数(n) 180ml 200ml 300ml 500ml 720ml 900ml 1000ml 1800ml 2000ml その他

全体 218 10 8 14 20 17 5 9 14 4 0

男性 132 8 5 11 23 22 4 9 14 5 0

女性 85 13 13 19 15 9 7 8 13 2 0

20･30代 90 7 11 23 22 10 4 9 10 3 0

40･50代 92 10 5 8 23 22 7 9 14 3 0

60･70代 32 19 3 6 6 22 3 9 25 6 0

表13 日本酒容器としてふさわしい材質(単位 %)

回答数(n) ガラス ペットボいレ 陶磁器 アルミ 紙 スチール その他

全体 216 69 7 13 1 10 0 0

男性 128 67 7 14 2 9 0 0

女性 87 74 7 10 0 9 0 0

20･30代 92 71 7 17 0 5 0 0

40･50代 90 67 10 10 2 11 0 0

60･70代 30 77 0 3 3 17 0 0

人が20%以上を占め,表6で示した若い年代で現

在の日本酒容器の欠点として｢容量が多い+とい

う意見が多かったことを裏付ける結果となった｡

40･50代では｢300ml+以下の小容量を望む声が

少なく,｢720ml+を望む声が比較的多い｡60･

70代では｢1800ml+などの伝統的に使われてき

ている容量の容器を望む声が高かった｡

9 日本酒容器の材質(表13)

日本酒容器としてふさわしい材質は,｢ガラス+

が大多数を占めた｡アルミと答えた人は1%で,

スチールと答えた人はいなかった｡年代別に集計

すると,20･30代でもガラスが大多数を占め,

｢陶磁器+フうミ17%で2番目に多い｡40･50代でも
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ガラスが大多数で,ペットボトル,陶磁穿と紙が

ほぼ同数となっている｡60･70代ではガラスと紙

でほとんどを占めている｡

考 察

性別,年代別で分類して集計したが,このほか

によく飲む酒類別等についても集計してみた｡し

かし,日本酒をよく飲む人と全体集計との差異は

ほとんどなかった｡

今回の集計結果を稔括すると,20･30代は少量

瓶指向,冷酒指向,ワイン･リキュール指向があ

り,女性と似た傾向を示すことがわかった｡また

40･50代は爛酒指向,清酒指向という点で男性と

似た傾向を示すことがわかった｡さらに,リサイ



クルに関しては,男女･全世代にわたってリサイ

クルを支持する回答が他の回答を上回っており,

リサイクル問題に関心を持たれていることが示さ

れた｡このことの反映として,一升瓶についても

支持される理由が理解できる｡しかし,男性より

リサイクルに関心が高い女性はリターナブルにど

ちらかというと適さない少量容器やリサイクルし

にくい｢青+｢録+などの色を好むという矛盾が

見られる｡その他,日本酒の容器として素材とし

てガラスを求めながら,欠点として重いという指

摘が目立ちつことから,ビールや酒類以外の飲料

で使われている軽量瓶の開発も急がれる｡
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